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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第26期
第３四半期
累計期間

第27期
第３四半期
累計期間

第26期

会計期間
自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日

自 平成30年２月１日
至 平成30年10月31日

自 平成29年２月１日
至 平成30年１月31日

売上高 (千円) 1,695,064 1,977,218 2,312,325

経常利益 (千円) 419,066 477,270 451,298

四半期(当期)純利益 (千円) 291,834 325,409 324,144

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 281,215 289,044 288,262

発行済株式総数 (株) 7,342,800 14,815,200 14,805,600

純資産額 (千円) 3,089,537 3,379,537 3,121,524

総資産額 (千円) 4,028,642 4,434,206 4,092,868

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 19.87 21.97 22.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 19.60 21.79 21.75

１株当たり配当額 (円) － － 5.50

自己資本比率 (％) 76.7 76.2 76.3
 

 

回次
第26期

第３四半期会計期間
第27期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成29年８月１日
至 平成29年10月31日

自 平成30年８月１日
至 平成30年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.42 7.67
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

　（１）業績の状況

 当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善が見られ、緩やかな景気回復基調が

継続しております。しかしながら、米中に端を発する通商摩擦や朝鮮半島を巡る警戒感の高まりなど先行きが不透

明な状況が継続しております。

　当社が属するソフトウェア業界におきましては、国内経済が緩やかな回復基調にあることに加え、政府が主導す

る働き方改革や人手不足を背景に、業務効率化を目的とした企業のソフトウェア投資額も増加することが見込まれ

ております。

　このような状況の中、平成30年４月に社内外のリアルタイムコミュニケーションを促進するビジネスチャット

ツールである「ChatLuck」の拡販を目的としてバージョンアップを実施し、端末に写真データを残さず写真の送受

信を可能にする「セキュアカメラ」機能をはじめ、ビジネスツールに求められるセキュリティをさらに強化する機

能を追加いたしました。平成30年５月には、ウェブ会議機能を搭載したグループウェア「desknet's NEO」の新バー

ジョン5.0の提供を開始いたしました。さらに、「desknet's NEO」をクラウドで利用するうえでの選択肢を拡大す

るため、平成30年７月に「Microsoft Azure」をパッケージ版の動作環境として正式にサポートすることを開始いた

しました。平成30年９月にはユーザーの利便性を高めるため、desknet's NEO次期バージョンにおいて日本マイクロ

ソフト社が提供する「Office365」との連携機能を搭載することを公表いたしました。

　また、継続して販売代理店との関係強化に取り組んできた結果、日経BP社発行の「日経コンピュータ」誌による

「パートナー満足度調査 2018」グループウエア部門において、「価格競争力」「収益性」「技術支援」「担当窓

口」「柔軟さ」「納期対応」面で高評価をいただき第１位を獲得いたしました。さらに、同誌による「顧客満足度

調査 2018-2019」グループウエア部門で４年連続第１位を獲得し、「日経BPガバメントテクノロジー」誌による

「自治体ITシステム満足度調査2018-2019」グループウェア部門においても第１位を獲得し、同社満足度調査３冠を

達成いたしました。

　この他、昨年10月に発売を開始したカスタムメイド型業務アプリ作成ツール「AppSuite」の拡販を目的として、

平成30年４月より「アプリ作成サービス」を開始いたしました。アプリ作成に人材が割けない、作成時間が確保で

きない等でお困りのユーザーのご要望にお応えすることで、「AppSuite」利用ユーザー数の拡大に取り組んでおり

ます。

　以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は1,977,218千円（前年同期比16.6%増）、営業利益は463,820

千円（前年同期比14.7%増）、経常利益は477,270千円（前年同期比13.9%増）、四半期純利益は325,409千円（前年

同期比11.5%増）となりました。
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売上区分別の状況を示すと、以下のとおりであります。

　

売上区分

前第３四半期累計期間
（自　平成29年２月１日
　　至　平成29年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成30年２月１日
　　至　平成30年10月31日）

売上高
(千円)

構成比
(%)

売上高
(千円)

構成比
(%)

クラウドサービス 924,564 54.6 1,108,919 56.1

プロダクト 746,276 44.0 764,152 38.6

技術開発 24,224 1.4 104,146 5.3

合計 1,695,064 100.0 1,977,218 100.0
 

 
①クラウドサービス

　クラウドサービスにつきましては、desknet’s NEOクラウド版の利用ユーザー数が順調に推移し同サービスの売上

高は859,962千円（前年同期比27.5%増）となりました。

　また、ASP事業者向けの売上高は、おおむね前年同期と同水準で推移し92,900千円（前年同期比1.3％減）となり

ました。

　以上の結果、クラウドサービス全体での売上高は1,108,919千円（前年同期比19.9%増）となりました。

 

②プロダクト

　中小規模ユーザー向けのスモールライセンスにつきましては、クラウドでの利用を希望されるお客様が増加して

いることもあり、売上高は59,204千円（前年同期比1.4％減）となりました。大規模ユーザー向けのエンタープライ

ズライセンスにつきましては、当第３四半期はおおむね当初計画どおりに推移し、当第３四半期末では146,253千円

（前年同期比0.2％増）と前年同期と同水準となりました。また、昨年10月にリリースしたAppSuiteにつきまして

は、当初計画を上回って推移しており、売上高は33,905千円となりました。

　カスタマイズにつきましては、前期は比較的規模が大きい金融機関向けのカスタマイズ案件があった一方で、当

期はそのような大型の案件がなかったことに加え、当初想定したよりも上期の発生案件が少なかったことにより、

カスタマイズの売上高は15,220千円（前年同期比76.3％減）となりました。

　また、desknet's NEO（旧製品を含む）のサポートサービスの売上高につきましては、堅調に推移し401,027千円

（前年同期比5.1%増）となりました。

　以上の結果、プロダクト全体での売上高は764,152千円（前年同期比2.4%増）となりました。

 
③技術開発

　技術開発につきましては、ECサイト関連等の受託開発を行ったことや過年度に受託したシステムの保守により、

売上高は104,146千円（前年同期比329.9％増）となりました。

 
（２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末の流動資産は前事業年度末より226,872千円増加し、3,136,021千円となりました。これ

は主に現金及び預金が222,572千円増加したことによるものであります。

 
（固定資産）

　当第３四半期会計期間末の固定資産は前事業年度末より114,465千円増加し、1,298,184千円となりました。これ

は主に投資有価証券が120,232千円増加した一方で、無形固定資産が15,223千円減少したことによるものでありま

す。
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（流動負債）

　当第３四半期会計期間末の流動負債は前事業年度末より79,940千円増加し、799,852千円となりました。これは主

に前受収益が66,793千円、賞与引当金が31,086千円増加した一方で、本社増床関連等の未払金の支払い等によりそ

の他流動負債が22,524千円減少したことによるものであります。

 
（固定負債）

　当第３四半期会計期間末の固定負債は前事業年度末より3,385千円増加し、254,816千円となりました。これは主

に退職給付引当金が6,568千円増加したことによるものであります。

 
（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産は前事業年度末より258,012千円増加し、3,379,537千円となりました。これは

主に四半期純利益325,409千円が計上された一方で、第１四半期において剰余金の配当81,430千円を実施した結果、

利益剰余金が243,978千円増加したことによるものであります。

　

　（３）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は、4,222千円となっております。なお、当第３四半期累計期間

における当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 38,400,000

計 38,400,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年12月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,815,200 14,815,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 14,815,200 14,815,200 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、平成30年12月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年８月１日～
平成30年10月31日
(注）

3,600 14,815,200 293 289,044 293 279,044

 

　（注）新株予約権の行使による増加であります。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,810,600
148,106 ―

単元未満株式
普通株式

1,000
― ―

発行済株式総数 14,811,600 ― ―

総株主の議決権 ― 148,106 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 
② 【自己株式等】

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

（注）当社は、単元未満の自己株式を37株保有しております。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成30年８月１日から平成30年

10月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成30年２月１日から平成30年10月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

　　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年１月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年10月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,551,616 2,774,188

  売掛金 289,462 281,461

  有価証券 5,594 3,661

  仕掛品 7,861 18,704

  貯蔵品 1,785 3,853

  その他 54,429 55,490

  貸倒引当金 △1,601 △1,339

  流動資産合計 2,909,148 3,136,021

 固定資産   

  有形固定資産 53,235 49,405

  無形固定資産 105,622 90,398

  投資その他の資産   

   投資有価証券 760,112 880,345

   その他 265,127 278,683

   貸倒引当金 △377 △647

   投資その他の資産合計 1,024,861 1,158,380

  固定資産合計 1,183,719 1,298,184

 資産合計 4,092,868 4,434,206

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 20,527 20,191

  未払法人税等 75,713 80,634

  前受収益 401,329 468,123

  賞与引当金 15,450 46,536

  その他 206,890 184,366

  流動負債合計 719,911 799,852

 固定負債   

  退職給付引当金 109,566 116,134

  その他 141,865 138,682

  固定負債合計 251,431 254,816

 負債合計 971,343 1,054,669

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 288,262 289,044

  資本剰余金 324,546 325,328

  利益剰余金 2,492,022 2,736,001

  自己株式 － △61

  株主資本合計 3,104,830 3,350,312

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 16,694 29,224

  評価・換算差額等合計 16,694 29,224

 純資産合計 3,121,524 3,379,537

負債純資産合計 4,092,868 4,434,206
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成29年２月１日
  至 平成29年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年２月１日
　至 平成30年10月31日)

売上高 1,695,064 1,977,218

売上原価 394,578 650,545

売上総利益 1,300,486 1,326,672

販売費及び一般管理費 896,042 862,852

営業利益 404,443 463,820

営業外収益   

 受取利息 27 37

 有価証券利息 13,952 14,743

 その他 2,772 1,956

 営業外収益合計 16,752 16,738

営業外費用   

 投資事業組合運用損 2,092 2,861

 その他 37 427

 営業外費用合計 2,130 3,288

経常利益 419,066 477,270

特別利益   

 有価証券売却益 2,660 －

 特別利益合計 2,660 －

特別損失   

 投資有価証券償還損 － 10,398

 特別損失合計 － 10,398

税引前四半期純利益 421,726 466,871

法人税等 129,891 141,462

四半期純利益 291,834 325,409
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年２月１日
至 平成30年10月31日)

減価償却費 45,578千円 124,413千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成29年２月１日 至 平成29年10月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月26日
定時株主総会

普通株式 31,206 8.5 平成29年１月31日 平成29年４月27日 利益剰余金
 

（注）当社は、平成29年７月１日付及び平成29年11月16日付でそれぞれ普通株式１株につき２株の割合で株式分割を

行っておりますが、当第３四半期累計期間の１株当たり配当額は、当該株式分割前の配当額を記載しておりま

す。当該株式分割の影響を考慮すると１株当たり配当額は2.13円となります。

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自 平成30年２月１日 至 平成30年10月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月25日
定時株主総会

普通株式 81,430 5.5 平成30年１月31日 平成30年４月26日 利益剰余金
 

　（注）1株当たり配当金5.5円には、東証一部市場変更記念配当１円を含んでおります。

 
 
２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　　　　当社は、ソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年２月１日
至 平成30年10月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 19円87銭 21円97銭

(算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 291,834 325,409

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 291,834 325,409

 普通株式の期中平均株式数(株) 14,685,600 14,810,833

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 19円60銭 21円79銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数(株) 203,104 122,725

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年12月14日

株式会社ネオジャパン

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   森 本  泰 行　 印
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   貝 塚  真 聡   印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ネオジャパンの平成30年２月１日から平成31年１月31日までの第27期事業年度の第３四半期会計期間

（平成30年８月１日から平成30年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年２月１日から平成30年

10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ネオジャパンの平成30年10月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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